
論 点

産学連携教育の推進

リカレント教育（技術者の継続教育）の推進

産業界のニーズと高等教育のマッチング方策

○産業界において、高等教育に求める人材やスキルをどのようなかたちで、産学の間で「見え
る化」し、共有していけばよいか。

○大学における教育をより高度で実践的なものとしていくため、寄附講座や講師派遣、教材提
供などを拡大していくための方策について、どのようなことが考えられるか。

○昨年、情報分野について、産業界と大学が講師や教材のニーズを共有し、マッチングを行う
取組を行ったが、どの分野に拡大していくことが考えられるか。

○PBLや中長期の（研究）インターンシップを質量ともに拡大するための方策について、どの
ような仕組みや方策が考えられるか。

○リカレント教育に関する分野やレベルについて、産業界は具体的にどのようなニーズを持っ
ており、どのようなプログラムを期待（学位、履修証明プログラム等）しているか。

○リカレント教育の成果を産業界で評価するためには、どのような方策が考えられるか。
○最先端の実務に携わっている方に、プログラムに関わっていただくための方策について、

どのようなことが考えられるか。

資料６
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産業界のニーズと高等教育のマッチング方策の事例（人材やスキルの見える化）

産業技術大学院大学2018年度シラバス

(産業技術大学院大学HPより）

金沢工業大学工学部機械工学科カリキュラムガイド（金沢工業大学HPより）
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・大学において、修得する能力をシラバスやカリキュラムガイド等で見える化している。



産業界のニーズと高等教育のマッチング方策の事例（寄附講座等）

講師派遣等実施のイメージ（成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成

（education network for Practical information Technologies（ｅｎＰｉＴ））

(人材需給WGとりまとめより）

一般社団法人電子情報技術産業協会（Japan Electronics and Information 
Technology Industries Association（ＪＥＩＴＡ））による講師派遣・教材提供
(人材需給WGとりまとめより）

ＪＥＩＴＡでは，加盟企業から大学に一流の技術者・研究者を企業講師として派遣し，
最新の技術動向と合わせて，研究・開発の現場で実際に経験したことを直接学生に伝え
る「JEITA講座」を2002年度から実施。 主に学部３年，修士１年が対象。
※平成28年度実施状況：10大学(12講座)，年間受講者数 約650名
（東京大学， 東北大学， 横浜国立大学， 電気通信大学， 岐阜大学，
北陸先端科学技術大学院大学， 立命館大学，中央大学，東京電機大学，津田塾大学）
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機密性○
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案１

案２

2018年度 2019年度
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2019年度前期の講義に実施するためには、2018年4～6月中に、カリキュラ
ム作成等のニーズ調査を実施し、2018年度末までに大学・企業による教材作
成やシラバス作成を完了させる。

2018年度の夏（８～９月）にサマースクール（夏季集中講義）を実施するた
めには、3か月前までに大学の学内の了承を得る必要がある。
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※講義は4月開講を前提としたスケジュール。9月開講の場合はこれを半年遅らせたスケジュールとなる。
※サマースクールは夏に実施することを前提としたスケジュール。ウィンタースクールの場合はこれを半年遅らせたスケジュールとなる。

数学系学科
とIT企業
の対話

大学と企業が円滑に連携するためのスケジュール（案）

・大学や産業界の負担に配慮したカリキュラム等の実施スケジュールはどうあるべきか。



機密性○
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案１ 案3

案2

今後不足が見込まれるIT分野
(数学科とIT企業の連携拡大)

新たなサービス創出や労働力を補完
するロボット・ドローン等のIoT分野

成熟した学術分野であるが、
産業基盤を支える重要な分野

案４
今後老朽化するインフラのメンテナ
スの維持管理に必要な社会基盤分野

第８回未来投資会議 金丸議員提出資料抜粋（2017年5月12日）

化学工学
電気工学
土木工学
冶金・金属工学
原子力工学
電子工学
繊維工学
自動車工学
制御工学 等

産業基盤を支える重要な分野

産業界のニーズと高等教育のマッチング方策の事例（分野の拡大）

・先行している情報分野を含む２～３分野程度、例えば、産業界からの連携要望が高い下記の
分野に新たに取り組むべきではないか。

・分野の決定後、大学と企業の双方に連携要望調査を実施してはどうか。



機密性○産学連携教育の推進事例（PBL）

（2017年版ものづくり白書） （KOSEN平成29年度）
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オムロン株式会社との共同教育事業
（国立高等専門学校機構）
○ ものづくりの現場で即戦力として活

躍できる制御技術者の育成を目的に、
必要な技術を身に付けるプロジェクト
を展開。

○ この一環として実施される「制御技術
教育キャンプ」では、事前の自学自習と
夏期の集中合宿におけるPBL 型実習によ
り、参加者の制御技術に関するスキルを
高め、将来ものづくり現場のリーダーと
して自ら課題を発見して解決できる高度
な自律的エンジニアの育成を目指してい
る。

ソーラー・デカストロン（千葉大学）
○ 千葉大学では工学部を中心とした領域横断チー

ムを組織し、アメリカのエネルギー省が主催する
ソーラー住宅の世界大会である「ソーラー・デカ
ストロン」に参加。

○ 2年にわたる準備期間では、さまざまな学科・
学部の学生たちが専門性を活かし、議論し、想像
力を働かせ、領域横断の重要性やイノベーション
創出の手法を実践的に学習。

○ また、企業への協賛依頼や企業の持つノウハウ
を活かした新技術の開発に携わり、産学連携の基
礎と実践を同時に学ぶとともに、40日間の大会期
間中は、異国の地で各国の優秀な学生たちと競い
ながら、ともに学び合うことで、高度なグローバ
ル感覚とコミュニケーション能力を身につける。



機密性○産学連携教育の推進事例（インターンシップ）
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機密性○産学連携教育の推進事例（ＰＢＬ・インターンシップ）
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京都工芸繊維大学ＨＰより

「川下り方式インターンシップによる産学連携ものづくり実践教育」


